
PRESS RELEASE (2023-01-19)  

 

〒252-0880 神奈川県藤沢市亀井野 1866 

TEL・FAX：0466-84-3679 

E-mail: sitoi@nihon-u.ac.jp 

URL: http://www.msr-nihon-university.org/ 

 

イタヤガイ類はフグ毒 TTXを保有しやすい 

 

研究成果のポイント 

・イタヤガイ類が TTX を保有しやすいことが分かった 

・アカザラガイ類は EFSA が定める出荷規制基準値を超える高濃度の個体が確認された 

・三陸沿岸のアカザラガイの TTX濃度は春から夏頃にかけて減少した 

・地球温暖化の進行に伴い、二枚貝の毒化リスクも高まる可能性がある 

 

研究成果の概要 

（研究背景） 

 二枚貝は、有毒プランクトンを吸入することで体内に毒素を蓄積するため、麻痺性貝毒

（PSP）や下痢性貝毒（DSP）などの食中毒が発生します。しかし近年は、これらの貝毒に

加え、フグ毒（TTX）による食用二枚貝の予期せぬ毒化が世界中で問題となっています。わ

が国では、過去に東北地方のホタテガイや三陸沿岸のアカザラガイから TTX が検出された

報告しかなく、わが国における二枚貝の TTX による毒化状況は不明な点が多く残されてい

ました。本研究では、日本の水産資源の安全性を確保に繋げるために、日本近海に生息する

様々な二枚貝類の TTX保有状況を明らかにしました。 

 

（研究成果） 

 北海道～琉球列島で採集された 14 種の二枚貝の TTX 保有状況を調べた結果、アカザラ

ガイとその南方型とされるアズマニシキガイ、ホタテガイ、ヒオウギガイから TTX が検出

され、カキやアサリ類などのその他二枚貝から TTX は検出されなかったことから、イタヤ

ガイ類は他の二枚貝類に比べて TTX を保有しやすいことが示唆されました。また、先行研

究でも比較的高濃度の TTX を保有していることが明らかとなった三陸沿岸のアカザラガイ

と本研究で初めて調べた広島県のアズマニシキガイでは、EFSA（欧州食品安全機関）が定

める出荷規制基準値 44 μg/kg を超える高濃度の個体が多く確認されたことから、イタヤガ

イ類の中でもアカザラガイとアズマニシキガイは、TTX を高濃度に蓄積しやすいことが示



唆されました。毒化が確認されたこれら二枚貝では、中腸腺のみに TTX が蓄積されている

ため、中腸腺を取り除くなどの対策をすることで安全に食べることができると考えられま

す。しかし、わが国の食用二枚貝の安全性を確保するためには、今後も継続した TTX 保有

状況のモニタリングが重要です。 

 また、先行研究に継続して三陸沿岸のアカザラガイの TTX 保有状況のモニタリングを行

いました。二枚貝の毒化には、オオツノヒラムシの浮遊幼生が関わっていると考えられてお

り、アカザラガイの TTX濃度はオオツノヒラムシの産卵最盛期とされる海水温 20℃前後の

9～10月の時期から冬頃にかけて上昇することが明らかとなっていました。本研究では、オ

オツノヒラムシの産卵期前の 4～7 月頃にアカザラガイの TTX 濃度が減少することが分か

り、中腸腺に蓄積されていた TTXが排出された可能性が考えられます。また、2021年 10月

の濃度は比較的高濃度であり、先行研究と同様の結果が得られたことから、三陸沿岸のアカ

ザラガイの TTX 濃度は、年間を通して一定の季節変動を繰り返していることが分かりまし

た。 

 さらに、北海道の函館湾や青森県の陸奥湾のアカザラガイから微量の TTX が検出され、

日本では津軽海峡付近が二枚貝の TTX による毒化の北限である可能性が示唆されました。

これは、オオツノヒラムシの分布やその幼生が到達し得る海域と一致しています。この状況

は、今後、地球温暖化に伴ってオオツノヒラムシなどの TTX 保有生物の分布域が北上した

り、その資源量が増大したりすれば、二枚貝が保有する TTX 濃度が上昇する可能性もあり

ます。そのため、二枚貝の TTX 保有状況のモニタリングだけでなく、毒化に関与している

ヒラムシ類などの生物の生活史を明らかにすることも重要であると考えています。 
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